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	ブラシンキラップ粉剤ＤＬ
	■種 類 名：エチプロール･フェリムゾン･フサライド粉剤
	■有効成分：エチプロール 0.50% フェリムゾン 2.0% フサライド 1.5%
	■PRTR法指定物質：フェリムゾン［第１種］ 2.0%
	フサライド［第１種］ 1.5%
	■登録番号：第21889号(住友化学登録)
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2011.09.07
	■性    状：類白色粉末　45μm以下
	浮遊性指数20以下
	■有効年限：５年
	■包    装：3kg×8袋
	【特長】
	 いもち病をはじめ穂枯れに効果のあるブラシンと殺虫剤キラップとの混合粉剤。
	【適用内容】（2015年10月末日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	◆ ミツバチの巣箱及びその周辺にかからないようにすること。
	◆ 関係機関(都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等)に対して、周辺で養蜂が行われているかを確認し、養蜂が行われている場合は、関係機関へ農薬使用に係る情報を提供し、ミツバチの危害防止に努めること。

	【安全使用上の注意】


